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研究成果の概要（和文）：室内空気の新しい評価システムの開発を試みるために、室内空気中の

化学物質濃度、臭気について調査検討した。臭気については、測定した室内の各化学物質濃度

を嗅覚閾値濃度で除した値を臭気閾値比（Odor Threshold Ratio, OTR）と定義し、数値化を試

みた。結果、化学物質濃度と臭気は全体的に相関を示したが、化学物質濃度が低くなると相関

は弱くなり、両者ともシックハウス様の症状に有意に関連していることがわかった。上記から

臭気が室内空気質を評価する一つの指標となりうること、また、新しい評価法の可能性がある

ことが判明した。 
 
研究成果の概要（英文）：To develop new evaluation system of indoor air quality, indoor VOCs (volatile 
organic compounds) were measured and analyzed. Next, odor threshold ratio (OTR) was investigated if 
it would be useful to evaluate indoor air. OTR of a chemical is obtained by dividing concentration level 
by its odor threshold value. In conclusion, TVOC (total volatile organic compounds) and TOTR(total 
odor threshold ratio) are correlated significantly with SBS symptoms. It suggests odor could be a new 
method to evaluate indoor air quality in addition to TVOC. 
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１．研究開始当初の背景 

近年、省エネの観点から高気密性の住環境

の必要性が説かれ、エネルギー効率が上昇し

た反面、室内に揮発性有機化合物（VOC）が

こもるようになったことから、「シックハウ

ス症候群」が問題になっている。シックハウ

ス症候群は、室内空気中の VOC によって目

や鼻の症状、頭痛やめまい、呼吸器系の疾患

などを発症するが、原因物質はさまざまであ

る。これまで、国によってホルムアルデヒド
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の室内濃度基準値（0.08ppm）が設定されて

いるほか、クロルピリフォスについては原則

使用禁止となった。さらに、厚生労働省は上

記 2 物質以外の 11 物質については「室内濃

度指針値」を設けた。しかし、その後は規制

対象物質以外の物質が新たに使用されるよ

うになり、同症候群は複雑化・多様化し、し

かも原因化学物質は検出されにくくなって

いるのが現状である。そこで同症候群の原因

とされる室内空気質について新たな測定分

析方法や臭気などのヒトの感覚を指標に加

えた新しい評価システムの開発が必要とさ

れている。 

 
２．研究の目的 

本研究では「シックハウス症候群」の問題

を根本的に解決するために①室内空気中の

原因化学物質の測定、分析方法の開発、およ

び②臭気等の体感評価を原因物質評価の指

標に加えた新評価システムの確立を目的と

する。具体的には小型、簡易型の空気採取機

器の開発、正確に空気質の状態を把握するた

めの採取方法の検討、宅配による空気採取機

器の送付および返還システムの開発、臭気、

体感評価と空気中の化学物質の相関関係を

検討し新評価システムの開発を研究する。 

 
３．研究の方法 

 本研究では、千葉大学柏の葉キャンパス内

に建設した化学物質を低減したモデルタウ

ン「ケミレスタウン」内の実験棟を活用し、

建材や建築方法によって室内空気中の TVOC

がどのように異なるか、季節の変化（温度・

湿度の変化）によってどのように変化するか

を、80 程度の化学物質濃度を精密分析して測

定することによって明らかにする。また、こ

れまで考えられてこなかった臭気による健

康影響についてより客観的に把握できる方

法を開発する。さらに、従来想定されてこな

かった新しい VOC の存在の報告が相次いで

いることから、現実に室内に存在する VOC

の中で濃度の高いものから上位 10 物質程度

を検出し特定する方法を開発する。そして、

シックハウス症候群問題が発生した際に全

国どこで発生しても同じ方法で測定できる

よう、宅配型の簡易型ポンプを使用して空気

捕集を行い、サンプラーを宅配で分析会社に

送り、問題の室内の VOC をより正確に把握

する方法を開発する。 

 
４．研究成果 

 「ケミレスタウン」内の各実験棟において

部材の放散速度試験、室内空気中の化学物質

濃度を測定および体感評価試験を行った結

果、3 年を通して TVOC が戸建型実験棟では

概ね 400 μg/m3以下、公共施設を想定した実

験棟では 250 μg/m3以下の低濃度を保つこと

ができた。室内空気中 VOC 濃度については、

VOC64 物質、アルデヒド類 17 物質を精密分

析し、その積算をこの実験における「総揮発

性有機化合物（TVOC）」とした。 

（宅配型簡易ポンプの開発と性能検証） 

 シックハウス症候群症状を訴える患者が、

症状を引き起こす場所の空気中化学物質濃

度を測定、原因を特定すること、どの化学物

質が症状と関連しているのかを調査するた

めに開発を進めてきた宅配型簡易ポンプを

完成させ、24 時間捕集ポンプと性能比較試験

及び使用方法の検査を実施したところ、ほと

んど変わらないという良好な結果が得られ

これからの調査に使用できることが判明し

た。 

（臭気による評価システム開発） 

シックハウス症候群の症状を訴える人の

多くが臭気についても訴えていることから

室内空気中の化学物質を臭気を用いて客観

的に評価し、新しい指標を策定することによ

ってシックハウス症候群を予防することを



 

 

試みた。具体的には各物質の室内濃度を嗅覚

閾値濃度で除した値を臭気閾値比と定義し、

実際の住宅における臭気閾値比および総

OTR（TOTR）を算出し、空気中の化学物質

濃度との相関を見ることで臭気による評価

の妥当性を検討した。結果、TVOC、TOTR

とも夏季に増加し冬季に減少、経年とともに

減少する傾向がみられ、全体的に相関を示し

たが、TVOC が低くなると相関は弱くなった。

OTR の低い物質は、濃度そのものが低くても

臭いを感じやすいため、症状に影響している

可能性がある。すなわち、TVOC が低くても

シックハウス症候群の訴えがある場合、

TOTR が評価の基準となる可能性が推察され

た。そこで実際に室内空気質測定をした場所

で健康なボランティアによる体感評価実験

をおこない、TVOC,TOTR それぞれで症状が

でる可能性が高い値を統計的に算出した。そ

の結果、TVOC で約 400μg/m3以上、TOTR で

40 以上になるとシックハウス様の症状が出

やすいということがわかった。この結果は、

室内空気中の化学物質量のみならず、臭気も

シックハウス症候群の発症の一因となって

いることが推察される。つまり臭気閾値比は

室内空気質を評価する一つの指標となりう

ること、また、新しい評価法の可能性がある

ことが判明した。 
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